
令和５年度中学生チャレンジテスト（１年生）について

平均正答率
実施の目的

〇大阪府教育委員会、市町村教育委員会及び学校が、生徒

の学力の状況をつかむことで、教育の成果と課題を明らか

にし、今後の教育にいかします。

〇生徒のみなさんが、自分の学習の到達状況を正しく知るこ

とにより、自分の学力に目標を持ち、また、その向上への意欲

を高めます。

〇大阪府教育委員会が、調査結果を使って、大阪府公立高

等学校入学者選抜の調査書に記載する評定が、公平性の

高いものであるかどうかを確認する資料を作成し、市町村教

育委員会と学校に提供します。

「大阪府教育委員会 生徒・保護者向けリーフレット」より
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（別紙１）



平均点

令和５年度 中学生チャレンジテストの結果＜第１学年 概要＞

第１学年 枚方市 大阪府

国語 60.8 60.8

数学 55.1 54.7

英語 65.7 64.1

実施内容

★実施日

★教科

★出題形式

令和６年１月１０日（水）

・選択式問題（選択肢から選んで答える問題）

国語、数学、英語（英語はリスニング問題を含む）

・短答式問題（短い語句や数値等で答える問題）

・記述式問題（長い語句や文章等で答える問題）

いずれの教科も大阪府の平均点と同等か、上回る結果となりました。

特に成果の見られた問題については次ページ以降で紹介します。
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令和５年度 中学生チャレンジテストの結果＜第１学年 国語＞

平均点

得点分布

分類・
区分別
集計結果

31 100

言葉の特徴や使い方に関する事項 10 23

情報の扱い方に関する事項 1 3

我が国の言語文化に関する事項 7 24

話すこと・聞くこと 5 19

書くこと 5 20

読むこと 9 32

知識・技能 17 47

思考・判断・表現 19 71

選択式 15 49

短答式 14 41

記述式 2 10

問題形式

全体

35.4 35.1

23.2 23.6

2.1 2.1

60.8 60.8

10.0

分類 区分 対象設問数 配点
平均点

学習指
導要領
の領域

等

知識及び技能

思考力、判断力、
表現力等

10.3

枚方市 大阪府

13.4 13.6

41.5 41.3

16.1 16.3

29.5 29.9

12.3 12.4

2.4 2.4

18.9 18.9

評価の観点
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令和５年度 中学生チャレンジテストの結果＜第１学年 国語＞

成果があった設問

正答率

枚方市 84.8

大阪府 80.6

大問３ 問１（評価の観点：思考・判断・表現）

【問題の概要】

スピーチの話し方として適していないものを選択する

【出題の趣旨】

スピーチをする際の音量や表情、反応などを意識して話すことができる

（正答）

ア

～略～
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令和５年度 中学生チャレンジテストの結果＜第１学年 数学＞

平均点

得点分布

分類・区分別
集計結果

33 100

数と式 16 50

図形 6 18

関数 11 32

知識・技能 26 78

思考・判断・表現 7 22

選択式 16 48

短答式 15 44

記述式 2 8

学習指導要領の領域等

平均点

全体

29.3 28.8

分類 区分 対象設問数 配点

10.2

枚方市 大阪府

6.6 6.6

48.5

55.1 54.7

27.9 27.8

10.1

評価の観点

問題形式

2.2 2.2

23.6 23.7

48.1

17.1 16.6
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令和５年度 中学生チャレンジテストの結果＜第１学年 数学＞

成果があった設問 正答率

枚方市 57.3

大阪府 54.4

大問４ 問２（評価の観点：知識・技能）

【問題の概要】

y が x に比例し、比例定数が４のとき、x の値とそれに対応する

y の値について、正しいものを選ぶ

【出題の趣旨】

比例の特徴を理解している

（正答）

エ
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令和５年度 中学生チャレンジテストの結果＜第１学年 英語＞

正答率

正答数分布

分類・区分別
集計結果

39 100
聞くこと 15 31
読むこと 17 48
書くこと 7 21
知識・技能 22 56
思考・判断・表現 17 44
選択式 32 81
短答式 5 13
記述式 2 6 2.3 2.1

27.1

12.5
37.8
12.9

配点

24.9 24.3

7.4 7.1

27.9 27.4

37.0

55.9 54.9
27.8

平均点

65.7 64.1全体
枚方市 大阪府

対象設問数分類 区分

学習指導要領の領域等

評価の観点

問題形式
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令和５年度 中学生チャレンジテストの結果＜第１学年 英語＞

成果があった設問

正答率

枚方市 56.1

大阪府 50.9

大問４ 問４（評価の観点：思考・判断・表現）
【問題の概要】

紹介カードを読み、会話を聞いて、Ｄｏｅｓ Ｋｅｎｊｉ ｗｏｒｋ
ａｔ ａ ｒｅｓｔａｕｒａｎｔ？ という質問に対する適切な答えを
３語の英語で書く

【出題の趣旨】

紹介カードをもとに、日常的な話題についてのまとまったやり取りを

聞き、話の概要を捉えて、内容の要点を適切に把握することができる

（正答例）

Yes, he does. 8



令和５年度 中学生チャレンジテストの結果＜質問紙調査（１年）＞

アンケート結果

★授業中、PC・タブレットを使って、学級の友だちと意見を交換する場面はどれくらいありますか。

〇授業中、思考ツールを使うなどして、自分の考えを整理したりまとめたりする場面がある。

★特に望ましい状況にある項目（府比＋５P以上） 〇：望ましい状況にある項目（府比＋2.5P以上）

22.3 

22.2 

47.2 

44.4 

23.2 

23.6 

7.2 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

枚方市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば、当てはまる 3. どちらかといえば、当てはまらない 4. 当てはまらない その他 無回答

ＩＣＴ機器を活用した学習や自分の考えを整理したりまとめたりする

ことに関する項目で、大阪府の平均を上回る結果となりました。 今後

も、ＩＣＴ機器を効果的に活用しながら、個に応じた学習活動・学習支

援の充実を図っていきます。 9



枚方市が大切にする５つのCの視点（非認知能力の育成）

枚方市では、学習指導要領が示す、これからの子どもたち

に必要な資質・能力を育成するために、Ｃから始まる５つの視

点を大切にします。1人1台のタブレット端末を活用し、５つの

Cの視点を意識し、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現

力等」 「学びに向かう力、人間性等」を身につけていきます。

枚方版ICT教育モデル
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参考資料

令和5年度中学生チャレンジテストの実施に

ついて

○実施概要

○実施要領

○実施にあたってのリーフレット

大阪府教育庁ホームページより

令和5年度中学生チャレンジテストの問題に

ついて

○問題の内容

○正答例
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